
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の句がある。「いぬき」は言うまでもなく、「若紫」巻で雀 子を逃がした、紫上に仕える女童 「雛」は幼い紫上 遊ぴ迫具で、r紅葉賀」巻 、
（紫上は）いつしか、雛しすゑて、そそきゐ まへる。（中略）
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「債やらふとて、
犬君がこれをこぽちはべりにければ、
つく
ろひはぺるぞ」
とあるように、
紫上の雛の「小さき屋」を鬼やらいをするといっ
てこわしてしまったのも、
犬君であった。「雛」から思い出され
るのは、
品子の『みだれ髪』の中でも、
最も初出の早
い、
次の歌
であ 。
大御油ひひなの殿にまゐらす わが前髪に桃の花ちる
（明治三三年四月「よしあし草」／rみだれ髪』邸）
この歌は、r源氏物語』
と、
それを摂取し
た先の蕪村の句より発
想した で
はない
かと思われる。蕪村に、「雛の灯」とあったが、
品子にも;ひひなの殿」の灯が詠まれて
いる
。「大御油」は、
晶
子の造藷と 言われているが、
同じ「紅葉賀」巻に「大殿油参り
て、
絵ども
など御覧ずるに」と、
紫上が絵を見る光景が描かれる。
源氏の外出に紫上は、
姫君、
例の、
心細くて屈したまへり。絵も見さして、
うつぶ
しておはすれば、
いとらうたくて、
（源氏は）御髪のいとめ
でたくこぽれかかり
たる
を、
かき撫でて
と、
絵を見さして、
ふさぎこん
でし
まう。
その紫上の髪は「いと
めでたくこぽれかかりたる
L
という美しい様子だった。
品子の歌
は、王朝の女君の長い髪ではないが、初々 い娘を連想させ 「前髪」が詠まれ、
さらにそこに艶なる趣を派えるよう
に「
桃の花」
が散りかかっている。
品子が、『源氏物梧』
はじめ、
古典的情緒
を摂取する技法を、
蕪村に学んだ可能性を示唆する例
の一っと
言
えよう。
底本はr定本興甜野晶子全集」（昭和五四年十一月し五十六年
十二月
餓談社）によった。（）内には（初出年月日「初出誌名」
／『歌集名』歌番号）の顛に記した。歌集未収録歌は『定本ー』に従って、拾遺、発表年（明治1年は略す）歌番号を示した。r源氏物語」の引用は
「新潮日本古典集成」によった。
（かこ
みなこ
岡山大学大学院文化科学研究科修了）
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